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東南アジア ・オセアニアにおける諸民族文化のデ ータベースの作 成 と分析

発 火 法 2900

豊 田 由 貴 夫*

1. は じめ に 2.結 果

1.は じ め に

 発 火 法 として と りあげ られた項 目は発火錐(丘re-drill),発 火 鋸(fire-saw),発 火 籐

(sawing-thong),発 火 梨(丘re-plough),火 打 石(flint),火 打 金(flint and steel),発

火 ポンプ(fire piston)の 合 計七つである。 火打石,火 打金 とを一 緒にま とめてあつ

かう可能性 も検討 されたが,デ ータと しては別 々に出力 してあ る。また,中 間報告で

は磁器片で表面のあ らい竹をたたいて火花 をだす方法の追加 が示唆 されたが,こ れ は

とりあ つかわれなか った。

 発 火法の記載 された民族例は112例(東 南 アジアが67例,オ セアニアが45例)で あ り,

中聞報告の43例 よ りも大幅に民族 例がふえた。 しか し,あ とにふれ るよ うに個 々の発

火法 をみてみ ると,そ の記載例は もっとも多い場合で39例 であ り(火 打石2905),そ の

分布を分析 し,他 の文化要素 との関連 をさ ぐるにはかな らず しも十分 とはいえ ない。

 4種 類 の 相異 なる発火法 が 用い られてい ると報告 があるの はTanala, Palaung,

Banggaiの3例 で,3種 類 の方 法が記録 されているのはTsimihety, Dafla, Lakher,

Antaisaka, Eastern Tora(ija, Wemale, Tagbanua, Ataya1, Austral, Seltamanの

10例 で ある。 この ほか,二 つの方法が記録 されているのは19例,一 つの方法では76例

である。

 ま た発火法の種類別 にみて みると,ま ず発火錐は27例,発 火鋸が16例,発 火籐 が21

例,発 火梨が29例,火 打石が もっとも多 く39例,火 打金が29例,発 火 ポ ンプ はわずか

に1例 のみ とな ってい る。

 地 理的な分布の傾向,そ して他の文化要素 との関連を とらえるた めに は記載 されて

いる民族の数はかならず しも十分 とはいえな いが,中 間報告で指摘 された諸点の検証
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と,従 来の発火法にたいする報告を検討 してみたい。

2.結  果

 1) 発 火 法は,マ ダガス カル,ア ッサ ム ・ビルマ,台 湾,大 ス ンダ列島,ニ ュー

ギニァ,オ ース トラ リァ と,対 象 とした地域にひろ く分布 している。 ハ リソン(Ha-

rrison, H.S.)に よれば,ポ リネ シア地域では欠如 し,し か もポ リネ シアでは発火梨

以外の発火法 が用いられない とされてい るが,SamoaとEasterと で,発 火錐の存

在が記載 されてお り,こ れは検討 され るべ きである。

 2) 発 火 鋸 は台湾,マ ダ ガスカルをふ くめ,東 南 アジアにひろ く分布 して いるが,

オ セアニア地域では,3例,ニ ューギニアにその分布がみ られ るだ けである。 ほかに

フ ィリピンやNicobarcseに も存在 す るとの報告[BALFouR I914:32]が あ り,ま

たオース トラ リアにも存在す るといわれ る[HARRIsoN 1975:220]が,今 回の デー

タにはふ くまれていない。

 3) 発火 籐 はイ ンドか らイ ン ドネ シア,ニ ューギニア,オ ース トラ リアにかけて

分布 してい ると報告 されていた り[BIRKET-SMITH l965:70],ア ッサム,イ ン ドネ

シア,メ ラネ シァ(ニ ューギニァ)と いわれ る[HARRI｣ON l975:221]が,記 載 さ

れてい るのは東南 アジァ とニ ューギニァの みである。 オース トラ リァが抜 けているの

は,フ レーザ ー(Frazer, J.G.)に よ る 「やわ らか いの こぎり」(「やわ らかい細 い茎や

つ る,あ るいはそれにあ った材料 を使い,そ れを竹 や木 にあてて,の こぎりのよ うに

前後に引 く……」[1981:333])の 分 布に一致 する。

 4) 発 火 梨がオセアニア地域 に特徴的であ るとの,中 間報告での所見は今 回の デ

ータで確認 されている
。28の 例が メラネ シア ・ポ リネ シア ・ミクロネシアの各地域で

広 範囲にみ られ る。ただ し,オ ース トラ リァで は1例 も記載されていない。 また,マ

レー半島 とイン ドの1部 にみ られ るといわれている[BIRKET-SMITH I965:70]が,

オ セアニア以外ではPalaungに その例がみ られるだけである。

 ニ ューギニァでは発火梨 が標準 的な発火法であ り,南 側 と西側 にオース トラ,リアの

典型的な方法である発火錐 が存在 し,中 央高地に典型 なの は発火籐で あるとの穀告が

ある[CRANsToNE l972:734]が,発 火籐 に関 して は今回のデ ータ とかな り一致す

ると して も,発 火錐 と発火攣に関 しては記載 のある民族数が少ないため,こ の裏付 け

は検証で きなか った。

 5) 発火 ポ ンプは,ビ ルマ,マ レー半島か ら東南 アジアの島喚部 に分布す るとお

118



東南アジア・オセアﾘア における諸民族文化のデータベースの作成と分析

もわれ,ま たその分布 とマ レー式ふい ご(2703)の 分布 との関連についてはその検討

の必要性が中間報告で示唆 されてい るが,発 火ポ ンプの例 がIbanの1例 のみであ り,

その関連性 については指摘 することがで きない。 ただ し,Ibanに つ いてはマ レー式

ふい ごは確認 されてい る。

 また,中 間報告で指摘 された発火ポ ンプ と吹矢(1101),キ ンマ用の筒 と棒,真 ち ゅ

うの大砲 など(今 回の分析で は これ らは文化項 目としては設定 していない。 ただ し,

キ ンマ 噛みは1404)の 分 布 がかさなるとい うHarrisonの 説[HARRIsoN l 975:

227-228]も,発 火 ポ ンプの例 が1例 のみであ るため,依 然 と して確認 はで きなか っ

た。 ただ し,Ibanで は吹矢,キ ンマの利用 は存在 するが真 ち ゅう製造(2707)は 記

載されていない。

 6) 火盗 み神話(4307)と 特 定の発火法 との関連 について は,中 聞報告で もと く

に結 びつ きが指摘で きず,今 回 も特別の関連は指摘で きないが,こ れは火盗み神話 の

記載があ る民族 が7例 と,き わめて少 ない ことに も起因す る。ちなみに火盗み神話 が

報告 されている 民族 とその発火法 は 以下の とお りである。Andamanese(発 火 法の

記 載 な し),Ao Naga(発 火 籐 と火打金), Lakher(発 火 籐,火 打石,火 打金),

Southern Toradja(火 打 石), To Mori(火 打石), Niue(発 火法 の 記載 な し),

Yimar(発 火籐)の7例 で ある。

 7) 中 間報告で も,民 族誌 に発火法のよ うな生活の基本的な技術の記載 が少 ない

とい うのは指摘 された。 この点 に関 して,そ れぞれの発火法 と共有民族 を多 くもつ他

の文 化項 目をみてみる と,発 火法全体で他の民族 と共有 される文化項 目について は,

共 通の分布が ある程度存在する。 たとえば,ニ ワ トリ(1320),ブ タ(1321),方 形 プ

ラン(2109),焼 畑 耕作(1312),掘 棒(1313),単 純 土葬(4101),婚 資(3204),ふ ん

ど し(2309)な どには特定 の発火法を問わず,発 火法全体で他 の民族 と共有 されてい

る例が多い。ただ し,こ れ らの文化項 目はいずれ も記載 されてい る民族数が多 く,大

部分が150例 以 上の記載があ るものばか りである。 つ ま り,発 火法にか ぎらず,ほ か

の文化項 目で も上記の文 化項 目とは共有 されてい る場合 が多 いのである。 ただ し,こ

れ らの文化項 目をみ るな らば,高 文化諸族の影響を うけていない地域で発火法の報告

が多 い,つ まり,高 文化諸族の影響を うけている地域で は発火法の報告が少 ない とい

う傾向 は指摘で きるかも しれない。
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